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LP5551評価ボード

ご注意：日本語のアプリケーション・ノートは参考資料として提供しており、内容が
最新でない場合があります。製品のご使用に際しては、必ず最新の英文アプ
リケーション・ノートをご確認ください。

LP5551の概要
LP5551は PWI 1.0に準拠したエナジー・マネジメント・ユ 
ニットです。ベースバンド・プロセッサやアプリケーショ
ン・プロセッサといったスタンドアロン型携帯電話プロ
セッサの消費電力を抑えます。

LP5551は、プロセッサ・コアとメモリに可変電圧を供給す
るデジタル制御式の最新のスイッチング・レギュレータを
2組内蔵しています。2系統のレギュレータは、スレッショ
ルド・スケーリング・アプリケーションに対応して、Pウェ
ルと Nウェルにバイアスを与えます。そのほか、I/O、PLL、
スリープ・モード時のメモリ保持の電源として、4 系統の
プログラマブル LDOレギュレータを内蔵しています。

LP5551は PWI 1.0オープン・スタンダード・インタフェー 
スを介して制御します。LP5551は PowerWise®テクノロジ
互換プロセッサと組み合わせると、プロセスばらつきや温
度変化に対応した電源電圧のアダプティブな制御や、あら
かじめ設定した周波数 /電圧ルックアップ・テーブルを使っ
た電源電圧のダイナミックな制御が可能なほか、スレッ
ショルド・スケーリングに対応して P ウェル / N ウェル・ 
バイアスを与えます。

評価ボードの概要
LP5551は、スタンドアロンで動作するほか、PowerWise評
価キット (PEK)または USBインタフェース・ボードといっ
た上位ボードとの組み合わせで動作します。

評価ボードには、USBインタフェース・ボードと、LP5551
の機能を PC から制御できるグラフィカル・ユーザー・イ
ンタフェースを備えたソフトウェアが同梱されます。ソフ
トウェアの詳細は AN-1535を参照してください。

LP5551の動作条件は次のとおりです。

デバイスがスタートアップした後は、各レギュレータに異
なる出力電圧を設定できます。

FIGURE 1.   LP5551 Evaluation Board
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LP5551には、外部電源から、あるいは PEKまたは USBインタフェース・ボード (使用するいずれかのボード )から電源を
供給します。電源の供給方法に合わせてジャンパ J2を設定します。

LP5551評価ボードと USB2PWIインタ
フェース・ボードとの接続
LP5551評価ボードを USB2PWIインタフェース・ボードに
接続すると、PWI と LP5551 のすべての機能をソフトウェ
アから簡単に制御できます。Figure 2 に USB2PWI インタ 
フェース・ボードを示します。ソフトウェアの詳細は AN-
1535を参照してください。

FIGURE 2.   USB Interface Board

LP5551評価ボードと外部コントローラとの
接続
ジャンパ J1は LP5551が持つ PWI機能を外部から制御する
ときに使用します。J1 のサイズは SIP-9 相当です。Table 1 
にJ1のピン配置を示します。J1のVBATとVO2は、RESETN、
EN、SPWI、SCLK各入力の駆動レベルを決めるセンス出力
です。ENと RESETN には VBATとグラウンドを電圧範囲
とする信号を与え、SPWIと SCLKには VO2とグラウンド
を電圧範囲とする信号を与えます。

LP5551評価ボードと PEKとの接続
PEK は、PowerWise インタフェース (PWI) 準拠テストを目
的として、LP5551を速やかかつ簡単に制御できるように設
計されています。Figure 3に PEKを示します。詳細は PEK 
のユーザーズ・ガイドを参照してください。

FIGURE 3.   PowerWise Evaluation Kit (PEK)

基板レイアウトの考慮事項
評価ボードの層構成は次のとおりです。

1. 表面層、部品側

2. グラウンド層

3. 電源層

4. 裏面層

評価ボードのボード・パターンについては Figure 5～ Figure 7  
を参照してください。

LP5551のボード設計では、回路の性能を発揮させるために、
入力コンデンサと出力コンデンサを回路のできるだけ近く
に配置するとともに、大電流を流せるようにコンデンサへ
のトレースの幅はできるだけ広くしてください。また、デ
バイスの VINピンの近くに、デカップリング・コンデンサ
を配置してください。

ノイズに敏感な部品は、大きなパルス状の電流が流れる上
記の部品から離して配置してください。

大電流パスとスイッチング電流パスはできるだけ短くする
ことを推奨します。

低ドロップアウト (LDO)レギュレータ
入力ピンと出力ピンのできるだけ近くにフィルタ・コンデ
ンサを配置してください。大電流が流れるトレースとグラ
ウンドへのリターン・トレースは幅を広くしてください。

ジャンパ 目的 備考

JP2 電源供給方法の選択 V_BAT_POST: 外部電源から LP5551 に電源を供給します

V_BAT_PEK: PEKまたは USBインタフェース・ボードから LP5551に
電源を供給します
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降圧型レギュレータ
バイパス・コンデンサ、フィルタ・コンデンサ、インダク
タは互いに近接して配置し、かつ、トレースは短くしてく
ださい。これら部品間のトレースには相対的に大きなス
イッチング電流が流れ、アンテナとして作用します。放射
ノイズを抑えるには次のルールに従ってください。

スイッチング電流のループが単一の方向に回るように部品
を配置してください。

擬似グラウンド層となるような大きな銅箔パターンを部品
側に設けて、降圧グラウンドとコンデンサのグラウンドと
を接続します。次に、このグラウンドをボードの裏面層に
ある通常のグラウンド層に一点で接続します。擬似グラウ
ンド層は上記部品の直下部分に配置し、電流ループ外側の
出力コンデンサのシステム・グラウンドに接続します。こ
のようにレイアウトすると、スイッチング電流からシステ
ム・グラウンドにノイズが注入される問題を防止できます。
上記部品とインダクタと出力コンデンサは、ボードの同じ
面に実装し、それぞれ同じ層を使って接続してください。

電圧帰還パスなどノイズに敏感なトレースはインダクタか
ら離してルーティングしてください。裏面層にルーティン
グするか、スイッチング・ノードと帰還パスの間にグラウ
ンドに接続した銅箔パターンを設けます。電源部品間のノ
イズの多いトレースを減らすには、すべてのデジタル・ラ
インをこのセクションから遠ざけてください。帰還ノード
をできるだけ小さくすると、グラウンド・ピンとグラウン
ド・トレースが SW または降圧出力に対してシールドの役
割を果たします。

電源部品間のトレース、DC/DCコンバータへの電源接続に
は、できるだけ広い幅のトレースを使用して、抵抗損失に
起因する電圧誤差を排除してください。

センス・ラインはケルビン接続を行なってください。
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部品表
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等価回路

FIGURE 4.   LP5551 Demo Board Schematic
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レイアウト図

FIGURE 5.   Top Layer

FIGURE 6.   Mid Layer

FIGURE 7.   Bottom Layer
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生命維持装置への使用について
ナショナル セミコンダクター社の製品は、ナショナル セミコンダクター社の最高経営責任者 (CEO) および法務部門 (GENERAL
COUNSEL)の事前の書面による承諾がない限り、生命維持装置または生命維持システム内のきわめて重要な部品に使用することは
認められていません。
ここで、生命維持装置またはシステムとは（a）体内に外科的に使用されることを意図されたもの、または (b)生命を維持あるいは
支持するものをいい、ラベルにより表示される使用法に従って適切に使用された場合に、これの不具合が使用者に身体的障害を与
えると予想されるものをいいます。重要な部品とは、生命維持にかかわる装置またはシステム内のすべての部品をいい、これの不
具合が生命維持用の装置またはシステムの不具合の原因となりそれらの安全性や機能に影響を及ぼすことが予想されるものをいい
ます。

本資料に掲載されているすべての回路の使用に起因する第三者の特許権その他の権利侵害に関して、弊社ではその責を負いません。
また掲載内容は予告無く変更されることがありますのでご了承ください。

ナショナル セミコンダクター ジャパン株式会社
本社／〒 135-0042 東京都江東区木場 2-17-16 TEL.(03)5639-7300

技術資料（日本語 /英語）はホームページより入手可能です。 www.national.com/jpn/

このドキュメントの内容はナショナル セミコンダクター社製品の関連情報として提供されます。ナショナル セミコンダクター社
は、この発行物の内容の正確性または完全性について、いかなる表明または保証もいたしません。また、仕様と製品説明を予告な
く変更する権利を有します。このドキュメントはいかなる知的財産権に対するライセンスも、明示的、黙示的、禁反言による惹起、
またはその他を問わず、付与するものではありません。
試験や品質管理は、ナショナル セミコンダクター社が自社の製品保証を維持するために必要と考える範囲に用いられます。政府が
課す要件によって指定される場合を除き、各製品のすべてのパラメータの試験を必ずしも実施するわけではありません。ナショナ
ル セミコンダクター社は製品適用の援助や購入者の製品設計に対する義務は負いかねます。ナショナル セミコンダクター社の部品
を使用した製品および製品適用の責任は購入者にあります。ナショナル セミコンダクター社の製品を用いたいかなる製品の使用ま
たは供給に先立ち、購入者は、適切な設計、試験、および動作上の安全手段を講じなければなりません。
それら製品の販売に関するナショナル セミコンダクター社との取引条件で規定される場合を除き、ナショナル セミコンダクター社
は一切の義務を負わないものとし、また、ナショナル セミコンダクター社の製品の販売か使用、またはその両方に関連する特定目
的への適合性、商品の機能性、ないしは特許、著作権、または他の知的財産権の侵害に関連した義務または保証を含むいかなる表
明または黙示的保証も行いません。

National Semiconductorとナショナル セミコンダクターのロゴはナショナル セミコンダクター コーポレーションの登録商標です。その他のブランド
や製品名は各権利所有者の商標または登録商標です。
Copyright © 2007 National Semiconductor Corporation
製品の最新情報については www.national.com をご覧ください。
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